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議題の背景

〇 財政投融資は、国⽴病院、公⽴病院、⼤学病院から⺠間病院まで、幅広い設置主体の病院に対し、施設・設備整備のため
の⻑期資⾦を供給している。

〇 ⾜元では、物価⾼騰やコロナ禍以降の患者数減少等を背景に、設置主体を問わず病院経営は厳しい状況にある。
⼀⽅、⼈⼝減少や⼈⼝構造の変化に伴う患者需要の変化は、中⻑期的な病院経営や病院投資の妥当性を左右する構造

的な要因となる。

〇 病院の新設・建替えや⼤規模な設備投資については、⼀度実施すれば⻑期間にわたり地域の医療提供体制や病院経営に影
響を及ぼすことから、貸し⼿としても償還確実性の観点から、その内容を⼗分確認していく必要がある。

〇 政府では2040年を⾒据えた新たな地域医療構想の策定が進められており、将来需要を踏まえた病床機能の適正化や医療
機関の連携・再編に向けた取組が本格化していく。

〇 こうした中、令和９年度財政投融資要求では、労災病院を運営する独⽴⾏政法⼈労働者健康安全機構から新規要求がな
されており、これを契機として、⼈⼝減少下における病院投資を財政投融資としてどのように審査すべきかを議論する。
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